


 

耐震設計構造物の耐震性能調査実施の主旨 

 

 

 高圧ガス設備等耐震設計基準（以下、「耐震基準」という。）は、昭和５６年に制定され、

その後、平成８年及び平成２３年に改正されております。その際、制定時又は耐震基準の

改正時に既に設置されている耐震設計構造物については、耐震基準又は改正後の耐震基準

への適合義務を、当該設備の変更（耐震上軽微な変更を除く。）をしない限り、経過措置に

より免除されております。ただし、昭和５７年以前に設置された耐震設計構造物のうち、

塔類及び槽類については、昭和５７年～５９年までの間に発出された通達に基づき、耐震

性能の確認をお願いし、確認を頂いてきたところです。 

また、国においては、総合資源エネルギー調査会高圧ガス及び火薬類保安分科会高圧ガ

ス部会（以下、「高圧ガス部会」という。）において、昨年３月１１日に発生した東日本大

震災における高圧ガス施設等の地震・津波の被害を調査・分析し、本年４月に、報告「東

日本大震災を踏まえた高圧ガス施設等の地震・津波対策について」をとりまとめられまし

たが、この中にもあるとおり、昨年ご協力を頂きました耐震設計構造物の耐震性能調査結

果として、耐震設計基準等への適合が義務化されていない設備（以下、「既存設備」という。）

の耐震設計基準等への適合状況が、塔類では９割程度、槽類では７割程度、配管では１割

程度にとどまることが判明しました。東日本大震災では耐震基準等へ適合していない設備

における大きな損傷の例は確認できておりません。しかしながら、耐震設計基準導入から

３０年程度（配管は１５年程度）経過しているのにもかかわらず既存設備の耐震設計基準

等への適合状況が未だ低いこと、巨大地震の今後発生が予想されること等を考慮すると、

事業者自らが耐震設計構造物の耐震性能を確認し、事業等のリスク情報として有価証券報

告書等で公表するほか、自治体は地域防災の観点からも事業者の耐震設計基準等の適合性

の確認状況を把握し、国がその結果を自治体別にとりまとめ公表していくことが必要であ

ると報告において結論づけられております。 

 

当該結論を踏まえ、今年度、高圧ガス製造者及び高圧ガス貯蔵所の設置者に対し、耐震

基準等への適合状況を確認することとなりました。 

 

皆様のご理解とご協力をよろしくお願いします。 

 

経済産業省商務情報政策局 商務流通保安グループ保安課 

 

 

 

 

 



 

 

「福岡県高圧ガス保安情報ネット」 にて登録してください。 

URL  http://f-kouatugas.com/ 

 

・検索エンジン（yahoo, google 等）で「福岡県高圧ガス保安情報ネット」で検索 

・福岡県庁のホームページ内 工業保安課のページにリンクがあります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（裏面も確認ください）（裏面も確認ください）（裏面も確認ください）（裏面も確認ください）    

回答シート入手登録回答シート入手登録回答シート入手登録回答シート入手登録説明説明説明説明    

1/41/41/41/4 ページページページページ    

クリッククリッククリッククリック    

で 登 録 画 面で 登 録 画 面で 登 録 画 面で 登 録 画 面

に移動に移動に移動に移動    



貴事業所の情報を記入してください 

（事業所名、所在地、電話番号、メールアドレス：こちらにシートを送付します、 

 参加者名：担当者名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力して 

ください 

クリッククリッククリッククリックで画面移動で画面移動で画面移動で画面移動    

2/42/42/42/4 ページページページページ    

このアドレスに回答シートを

送付します 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎１～３日後、登録アドレスに回答シートを送付いたします。 

 

（注）申込完了後、記入していただいたメールアドレスに、登録完了のメールが届きます。 

（注）今回、福岡県高圧ガス保安推進会議の講習会申し込みソフトを活用していますの

で、登録完了メールの内容は、講習会の申し込みと記載されています。ご了承ください。 

 

記載内容を確認し、記載内容を確認し、記載内容を確認し、記載内容を確認し、    

「申し込む」か「修正する」「申し込む」か「修正する」「申し込む」か「修正する」「申し込む」か「修正する」    

をクリック。をクリック。をクリック。をクリック。    

    

「申し込む」「申し込む」「申し込む」「申し込む」で手続き終了で手続き終了で手続き終了で手続き終了 

3/43/43/43/4 ページページページページ    

このアドレスに回答このアドレスに回答このアドレスに回答このアドレスに回答

シートを送付しますシートを送付しますシートを送付しますシートを送付します    

（１～３日後）（１～３日後）（１～３日後）（１～３日後）    



 

 

（登録後、１～３日後） 

 ①耐震設備調査シート  回答対象 高圧ガス耐震設計構造物の保有事業所 

 ②高圧ガス設備調査シート 回答対象 全ての事業所 

①耐震設備調査シート（対象：高圧ガス耐震設計構造物の保有事業所） 

高圧ガス耐震設計構造物とは 

○ 一般則第６条第１項第 17号 （塔 5m、貯槽 貯蔵能力 300m3 或いは 3 ﾄﾝ以上） 

○ 液石則第６条第１項第 20号 （貯槽 貯蔵能力 3 ﾄﾝ以上） 

○ コンビ則第５条第１項第 24号 （塔 5m、貯槽 貯蔵能力 300m3 或いは 3 ﾄﾝ以上） 

○ 耐震告示第１条の２ （配管：外径 D≧45ｍｍで内容積≧3m3：地震防災遮断弁の区間） 

 

 

 

②高圧ガス設備調査シート（対象：全ての事業所） 

・貴事業所で所有する主要機器（貯槽、圧縮機等）の能力、設置年等について記入ください 

・耐震設備調査シートに記載の機器も記入ください 

 

 

 

 

 

 

 

 

①耐震設備調査シート（エクセル） 

②高圧ガス調査シート（エクセル） 

4/44/44/44/4 ページページページページ    

調査回答シートは次の２つ送られてきます。 

4/44/44/44/4 ページページページページ    


